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＜目的＞

＜成果＞
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◆

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

丁寧に作業ができていました。施設内の環境を整えることができました。

夏場は猛暑日を避け、安全に作業ができる時期を考えたほうが良い。

連携先の企業等の意見または評価

名古屋検疫所 首藤　勇樹

連携した結果に対する意見または評価

今後の連携強化に向けた課題

住　所

電話番号

事業所番号

管理者名

対象年度

2311201038

矢﨑　祐介

令和7年度

◆

◆

活動の様子の写真・成果物の写真

◆

課題点

：

：

作業効率を考えて動く事ができるよ

うになった。

猛暑の中での作業は熱中症の恐れが

あり冬場の作業は体調を崩す恐れが

ある。作業を行う時期をかんがえた

ほうが良い。

得られた成果

対象者にとっての

メリット

：

：

連携先企業名 担当者名

活動場所

実施日程

実施した生産活動

施設外就労の概要

利用者数

：

◆

◆

◆

◆ ：
達成感をもって作業に入る事ができ、作業

に対する意識が向上している

：

利用者の活動の場を広げ、一般就労

に対する意識を向上させる

事業所名

052-389-3355

名古屋検疫所

平日9：30～15：00

雑草駆除　環境整備

ほまれの家LIVING

名古屋市港区正徳町５丁目３番の２

地域連携活動の概要

環境の整備、人員不足の解消

事業所外で作業することで一般就労への意

識を向上させる。

作業の能力を向上させる事ができる。

実施した結果

４名

地域連携活動の

ねらい

地域にとっての

メリット

様式１


